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概 要　卵 巣 胎児性癌 の 有効 な 化学療法を検索す るた め 5 例 の ヒ ト胚細胞系腫瘍 の nude 　 mouse 移植系を 維持

し ，
こ の 中 の 1例 を 用 い て 制癌剤投与実験を行 なつ た ．

　1． 38歳 の 卵巣胎児性癌患者 よ り採 取 した組 織 を BALB ！c 系 nude 　 mouse 雌 に 移植継代 し（YST −1 と命名）

増殖速度が一・．・
定 とな つ た 第 8 代 の 腫瘍を 用 い た ．腫瘍 は 充実性 で 均

一
の 増殖 を示 し α

一fetoprotein（AFP ）を 産

生 し，組織形態，機能共 に 典型的 な 胎児性癌 の 特徴 を示 した ．

　2．卵巣癌治療に 使用 さ れ る 制癌剤 の 効果 を 検討す る た め ，Adriamycin 　smg ！kg，　Carbazllquinone　O・6mg！kg ，
Mitomycin 　C　O 、2mg ！kg，

5−Fluorouracil　25mgtkg，　 Cyclophosphamide　20mg！kg，　 Chromomycin　A ，　O．05mgXkgs
vinblastine　lmg！kg，　Bleomycin 　3mg！kg の 各薬剤を 単剤 な い し合剤 で 担癌 nude 　mouse 腹腔内に 投与した ．

制癌剤投与実験期間中は 腫瘍径 を定期的 に 計測 し，長径 × （短径）
2xI

！2 を 腫瘍 の 大 きさ （tum ・ r　 size ） と し

た ．制癌剤 の 効果 は tumor 　size 及 び 投与開始前後 の tumor 　size の 比 （relative 　 tumor 　size ）を もつ て 判定 し

た ．実験結果で は，Vinblastineと Bleomycin の 組合わ せ が 最 も強 く腫瘍縮小効果 を 示 し た が，更 に 各制癌剤

の 投与実験結果 を 臨床治療と の 関連に お い て 考察した 。

Syrmopsis 　Chemotherapy 　of 　yolk　sac 　tu  or 　heterotransplanted　to　Ilude 　mice 　was 　studied ．

　 L　 Yolk　 sac 　 tumGr 　 Df 　the　 ovary 　taken 丘om 　 a　38−year−old 　 woman 　 was 　transplanted 　to　BALBtc 〔ヒ  ale

nude 　 mlce ．　 The 　 transplantablc 　 tumor 　 cells 　 produce 　 a　 so 王id　 tumor
，
　 designatcd　 as　 YST4 　 tumor ．　 The

YST −1　 tumor 　 ceUs 　preserve　 the 　 histolog 量cal 　 appearance 　 of 　a 　human 　yolk 　 sac 　 tumor 　 and 　 produce α 一

蹴 oprote 三n ．　 The 　tumors 　on 　passage　8　were 　used 　fbr　experlmental 　chemotherapy ．

　 2．　 Anticancer　drugs　 clinically 　known 　to　be　 effective 薮）r　ovarian 　 cancer
，
　 such 　 as 　Adriamycin

，
　Carbaziレ

quinonc，5．Fluorouracil，　Cyclophosphamide ，　Mitomycin 　C ，　Chrornomycin 　As，　Vinblastinc　and 　Bleomycin

were 　administered 　intraperitoneally的 tumor −bearing　nude 　mice ．　 Turnor　slze 　was 　measured 　two 　or 　three

timcs 　 a 　 week 　during　 the 　 course 　 of 　experiments ．　 Therapeutic　 effects 　 were 　 evaluated 　by 　 tumor 　 size 　 and

relative 　tumQr 　size 　befbre　and 　af 亡¢ r 　experiments ．

　Among 　these　drugs，　Vinblastine　and 　Bieo  ycin　combina 亡ion　showed 　the　significant 　effect 　arresting τhe

grQwth　of 　YST 一正tumor ．
臘 ey 　 werdis ：　 Chemo しhcrapy　eYQIk 　sac 　tumQr ・Nude 　mouse

　　　　　　　　　　緒　　言

　卵巣悪性腫瘍 は そ の 発生す る解剖学的位置及び

診断 の 困難な事 よ り発見 され た時点で 進行 し て い

る も の が多 く，婦人科悪性腫瘍 の うち で も治療が

むずか し く予後が悪 い とされて い る．な か で も胎

児性癌 は 若年 に 好発 し， 急速な 臨床経過を た ど

る極め て 悪性度 の 高 い 腫瘍で あ り， そ の 治療 こ

とに 化学療法に 関 して 種 々 の 工 夫 がな され て き
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た
4）5）13）19 ）．

　我 々 が過去 6 力 年間に 施行 した胎児性癌の 制癌

剤治験例 を検討 した 結果
10 ）

で は ， 有効 な制癌剤を

選択す る こ と
， 用 い た制癌剤 の 効果の 有無をすみ

やか に 判定す る こ とが治療上 の key　pointで ある

と考え られた． し か し，胎児性癌 は 臨床例 も少な

くか つ 人体に お い て制癌剤の 実験的投与を行 う事

は 困難で ある た め ， 実験系の 確立 が 必要 とな つ

た．

　そ こ で ，腫瘍，薬 剤，宿主の 三 者間 の相互関係

を 同時に 観察 し うる in　 vivo 実験系と して nude

mouse を用 い た 胎児性癌の移植系確立 を試み て き

たが
18〕
，今回は 1977年に 確立 した 胎児性癌の nude

mouse 移植系
9）
を用 い た 実験的化学療法を試み ，

臨床治療 との 関連 に お い て考察 した ．

　　　　　　　実験材料及 び方法

　1． 移植用動物

　 日本 ク レ ア （CLEA ， 高槻）よ り購入 した BALB ！

c 系 nude 　 mouse の雌 4 〜 8 週齢を用い た ．

　2． 移植材料

　38歳の 卵巣胎児性癌患者よ り剖検時に 採取 した

腫瘍組織を MEM 培養液中に て 2〜3mm 角四方 に

細切 し， ト ラ カ
ー

ル 針を用 い て nude 　 mouse 背部

皮下 に移植 した ．移植 された 腫瘍径が 20〜30mm

に な つ た 時点で継代移植 を行な い
， 現在 11代 目に

至 つ て い る．踵瘍は 均一
で 充実性の 増殖 を示 し，

組織学的 に は microcystic
，
　 reticular

，
　 solid 部を

有 し （写真 1），胎児性癌 の 特徴 を 保持 し て い

写 真 1　 Histology　 of　 YST ・1　 tumor （eighth 　pas−

sage ）．　H ．E ．　 x 　40

る ．腫瘍 の 継代移植率は ほ ぼ 100 ％で 制癌剤投与

実験は 8代 目の 系を用 い
， 移植後 4〜 5 週頃腫瘍

発育速度が 一定 の時期に 行 つ た ，

　 3． 制癌剤投与方法

　用 い た制癌剤な らび に 組合せ は ，

　 ADR 群 （Adriamycin　smg ！kg），

　 CQ 群 （Carbazilquinone　 o・6mg ！kg），

　 BM 群 （Ble・my ・in　lmg！kg，
　Mit ・ mycin 　c 　o。2

  91kg），

　FAMT 群　（5；Fluorouraci125mg！kg ，
　 cyclo−

phosphamide　 20mg ！kg，
　 Mitomycin 　C 　 O．2mg ！kg，

Chromomycin 　 A30 ．05mg ！kg），

　VB 群 （Vinblastine　 lmg ！kg，
　 Bleomycin　3mg ！

kg），

の 5群 で
， 単剤 ある い は併用 で

， 卵巣癌治療に よ

く用 い られる薬剤で ある，

　 これ ら の 5群 に コ ン ト 卩
一

ル 群 を 加え 6群 と

し
， 担癌 nude 　 m ・use は 1群 5 匹 と し ， 計30匹を

用い た．・

　投与量は ， 予備実験を施行 し て 臨床投与量 の 5

倍量 と し
， 各薬剤は 生理 的食塩水 1ml に 溶解 し ，

各実験群毎W：　
一

定の 方式に 従い ，腹腔内に 注射し

t ． なお コ ソ ト ロ
ール 群 には 1ml の 生理的食塩

水 の み の 投与を行 つ た 。

　 4． 効果判定方法

　Houchens　et 　alis ）・の 方式に 従い
， 腫瘍径を ノ

ギ ス で 測定 し長径 x （短径）
2x112

を捶瘍 の 大 き

さ （tumor 　size ）と した． また ， 制癌剤投与開始

時 と 投与後計測時の 腫瘍 の大 きさ の 比を 求め ，

relative 　tumor 　size （R ．T ．S） とした ．　 Tumo 「 size

な らび に R、T ．S．を もっ て 制癌剤の腫瘍発育抑制

効果を 検討 した ．実験終了時に は腫瘍 の 組織学的

検索を行つ て 制癌剤効果を 確認 し た ． 尚 ，
nude

mouse の 飼育な らび に 実験操作はす べ て barrier

system に ょ る SPF 環境下 に て 行つ た，

　　　　　　　　　実験成績

　1． Tumor 　 size の変化

　 ＝ ン ト Pt　一一ル 群 ：制癌剤投与実験開始時を 0 日

目 と して 0 ， 1 ， 2 ，3 ，4 日目に 生理 的食塩水 1

ml を投与 した． 腫瘍 の 発育は 図 1 の 如 くで 生理
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図 l　 Grow 重h　of 　YST −1xenegrafts　 in　 athymic 　 nude
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的食塩水投与 に よ る影響は 認め られ なか つ た．

　ADR 群 ：Adriamycin 　smg 〆kg を 0 ， 5 ， 14日目

の 3回投与 し た ．初回投与後よ り腫瘍発育抑制効

果 を示 し た が
， 効果持続期間が短か く， 投与開始

後 10日目よ り再増殖が お こ つ た 。第 3 回目の 投与

を行 つ た が無効 で あつ た （図 2 ）．

図 2　 Effect　of 　ADR 　on 　the　growth　of　YST一工 trans＿

planted　in　nude 　mice

た ．第 2 回目も同様 の変化を示 した．再増殖後 3

回 目投与を 行つ た が無効 で あつ た （図 3 ）．

　BM 群 ：Bleomycin 　 lmg！kg を O ，1 ，2 ，3 ，

5 ，6 ， 7 ，8 ， 9 日目に 投与 し ，
Mitomycin 　 C

O．2mgfkg を 4
，

10 日目に 投与 した H 著明な腫瘍

縮小効果は み られ な か つ た が発育抑制効果が長 く

持続 した （図 4 ）．

図 3 册 ect 　of　CQ 。 n　the　growth　of　YST −1　 trans−

　planted　in　 nude 　 mlce
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図 4　 Effect　of 　BM 　on 　the　growth　of 　YST −1　trans．

　planted　in　nude 　mice
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　CQ 　群　：Carbazilquinone　O・6mg ！kg　を 0 ，　5 ，

14日 目の 3 回投与 し た ．es　1回投 与後直ち に 腫瘍

縮小効果を 示 し， そ の 後 す ぐ再増殖が 認め られ

　 FAMT 群 ： FAMT 合剤 を 0 ， 2 ，4 ，6 ， 8 ，

10日目に 投与 した ．投与後 ， 比較的緩徐な腫瘍縮

小効果が認め られた． 効果持続 は VB 群に 比 べ
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長 くつ づ き，その 後再増 殖が お こ つ た （図 5 ）．

　VB 群 ：Vinblastine　 lmg！kg 投 与 6時 間 後 に

Ble。 mycin 　 3mg ！kg を 投与す る 方式 で 0 ， 4 日

目 の 2回投与 した．投与直後よ り著明な腫瘍縮小

効果が認め られ た ．腫瘍 の 再増殖は 14 日目頃 よ り

認め られた （図 6）．

図 5　Effect　 of　 FAMT 　 on 　 the　growth　of 　YST −1

　transplanted 　 in　nude 　 mice
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図 6 　Effect　of　VB　on 　the　growth　of　YST・1　trans−

　planted　in　nude 　mice
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写頁 2　 Histology　of 　YST −1　加 mor 　treated　wi 亡h

　V 三nblastine ・Bleomycin 　 combination 　 therapy 。
　H 。E ．　X 　40
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　2． 組織学的変化

　制癌剤投与後腫瘍組織の変化を H ．E ．染色に て

検索 しk ．腫瘍組織 の 問質部に 細胞浸潤 を 伴な

つ た 結合織 の 増生 がみ られ ， 壊死や 血管壁 の 肥

厚，硝子化が 認め られ た （写真 2 ）．腫瘍細胞 に

お い て は 核や細胞質の 膨化が み られ核小体識別が

困難となつ た．核濃縮や細胞質 の 空胞化 も認 め ら

れた．各種 制癌剤に よる詳細な組織学的変化 の 差

異は ，現在検討中 で ある ．

　　　　　　　　　考　　案

　卵巣胎児挫癌は多彩な病理 組織像を呈す る極め

て 悪性度の 高い 驥瘍で あ り，我 々 は本腫瘍あ細胞

分化を は じめ とす る腫瘍性格の 検索 ど臨床治療 へ

の 応用を め ざし て 1976年 よ り ヒ ト 性腺胚細胞系腫

瘍の nude 　 mouse 移植系確立を 試み て きた ． ヒ

ト悪 1生腫瘍 の nud ・ m6 ・・e へ の 獅 自に 関 して は

Rygaard　 et　 aL ゆ 以来数多 くの 報告が あ り， 、婦

人科領域 の 腫瘍に 関す る 報告
Z］3）

’
11 ＞12 ）14 ）’IG ）

もみ ら

れる が ， 胚細胞系腫瘍に 関する記載は未だ少な い

1）η 9）。我 々 は ，現在迄 に 14例 の ヒ ト卵巣，睾丸 の

胚細胞系腫蕩 （Y ・lk　 sac 　 tum 。 r
，
　 Dysge・min ・ ma

，

Seminoma
，
　Teratocarcin ・ ma ） の 移植を 行ない ，

うち 5例 の 継代移植 に 成功 し た （表 1 ）．こ の う

ち Case　1 （YST −1）は 移植率ほ ぼ 100％ で あ り
’
7

充実性で 均一
の 増殖を 示す こ とが 確認 された の

で， これを 用 い て 制癌剤投 筝実験 を 行 つ た ．従

来 よ り 移植腫瘍を 用 い た 欄癌剤感受性 テ ス トを

行 う場合の 問題点 と し て 原腫瘍 との 類似性 の 有

無 が あげ られ て い るが
，

YST −1の 腫瘍細胞 は 胎

児性癌 の 特徴で あ る microcys 左ic
，
　 reticular

，
　solid

pattern を構築 し，か つ marker 物質で ある AFP

を産生 し，形態機能両面に お い て原腫瘍 の 性格 を

N 工工
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表 1　 Heterotransplantatioll　of 　human 　gonadal　germ　cell　tumDrs 　to　nude 　micc

Case Name
Qriginal
　tumor

丁｝anrpl ・ nted

　　　 tlssue
Hi5tolo菖y Inoculatioゴ

　　　　Seria置
transpl 跚 tation

1． K ，0 ．38♀ Ovary Tumor Yoik　 sac 　tumor S．C， 1玉passages
2． N ，0 ．16♀ Ovary TumorYo 星k　 sac 　mmor S．C．  

3． M ，Y ，14♀ Ovary AscitesYolk 　sac 　tumor LP ・ 0

4． H ，H ，36 ♀ Ovary TumQrYolk 　 s旦c　tumor 5．C． 0

5， Y ，N ．12♀ Ovary TumorYolk 　 sac 　tumor s．c， 2

6． S ．N ．24 ♀ Ovary TumorYolk 　sac　tumor S．C， 頃

7， Y ．T ，16♀ Ovary TumorYQ 止 sac 　 tumor S．C． 0

8． K ，S，13♀ Ovary TumQrDysgermin 。 ma S，C． 0

9， H ．K ． 8 ♀ Ovary TumorTeratocarcinoma S．C． 2

10， K ．M ，37♂ Testis TumorSeminoma S，C． 0

ll． H ．S ．80 ♂ Testis TumorAnapiastic 　sem 正noma S．C， 0

12， J，N ，25♂ Testis TumorScm 圭noma S，C， 0

13， Y ．M ．26 ♂ Testis TumorTeratQcarcinoma s．c， 〔｝

14， S．E ，19♂ Tesds TumorTeratocarcinoma S．C、 4
　　 1

串 s．c．＝subeutaneously 　　　i・P・＝intraperitonea岨y

写 真 3　 Microangiography　Gf 　YST −1　tumor ．　 Note

　abundant 　b艮ood 　 vesseis （white 　looking）．

保持 し て い る． また，丸 山
6＞
は薬剤の 組織到達度

の 見地 よ り腫瘍 の vascularity の 重要 さを 指摘 し

て い る が
， 本腫瘍は 写真 3 に 示 す如 く hypervas・

cular で あ り， こ の 点で も YST −1 は 制癌剤治療実

験を行な うの に 恰好の モ デル で ある とい え よ う．

　さ て ，実験結果を臨床治療経験 と の 関連に お い

て考察 し て み る と ADR は上 皮性卵巣癌に 対 して

よ く用 い られるが，YST −1 に 対す る効果 は認 め ら

れな か つ た ．本剤 は投与経路に よ る効果 の差が 問

題 とされて お り ， 腹腔内投与で あつ た事が効果 を

示 さな か つ た 要因 とも考え られ るが ， 腹腔内投与

で も十分有効 で ある との報告 もあ り
8）
， 本剤に 対

す る胎児性癌組織 の 感受性が低 い 為 と思わ れた ．

　図 7Effect 　 of 　anticancer 　dmgs 　against 　YST −1　 in
　 　 nude 　 mice

　 　 　 　 9−一一9　Control．　Salヒne　I　m1
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　CQ 群 で は 非常に response が sharp で あるが ，

また 再増殖 も速や か で ある とい う結果を示 した ．

こ の こ とは 臨床治療に 際 し て CQ 投与時に しば

し ば経験す る本剤の 特徴 と一致 した 。
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　 BM 群 で は発育抑制効果が長 く持続 し，腫瘍 の

薬剤耐性がお こ りに くい と考 え られた ，

　FAMT 群で は
， 腫瘍縮小効果が 認 め られた が

R ・T・S・0・47程twで あ り， 胎児性癌の FAMT 治療

経験よ りえた認識 （薬剤効果 は認め て は い る が十

分な延命効果は 得難か つ た．） と 同様で あ つ た ．

　 VB 群 で は腫瘍消失に は 至 らなか つ た が ，R ．T ．S．

0・13の 著 明な腫瘍縮小効果が認め られた （図 7 ）．

し か し，そ の 後投与を 中止す る と再増殖を示 し た

の で 臨床治療に 際 して は VB に組み 合わ せ る薬

剤 が問題で ある と思わ れ た．

　以上 の 実験結果を どの よ うに臨床治療 に 反映さ

せ る か が 重要で あ り，今後， 更 に 種 々 の 系を用い

て 制癌剤の 効果を確認する 必要が あるが
，

nude

mouse を 用 い た 実験的化学療法 は 臨床治療 へ の

応用 とい う見地 よ りきわ め て 有用で ある と考 え ら

れ る．

　　　　　　　　　 総　　括

　 1． 形態的 ， 機能的に 極め て 典型的な胎児性癌

の 性格を有 し， か つ 継代移植率も 安定 した nude

m 。 use 移植系 を確立 した．

　2，　こ の 系を用 い て 実験的化学療法を行つ た結

果 Vi・ Ul・・ti・ ・
，　 Bl・ ・my ・i・ の 組合 せ が 最 も強 く

腫瘍縮小効果 を示 した．

　3． 本腫瘍を用 い た実験的化学療法 は ， 臨床応

用 の 基礎 と して極め て 有用で あ り，か つ 今後 の 制

癌剤 ス ク リーニ ン グ試験 も行 い うる 可能性を示 し

た ．

　稿 を終 る に 臨み
， 御 指 導 御協 力 を 賜 っ た 国 立 が ん セ

ン タ
ー
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一

先生 に 謝

意 を 表 し ま す ． ま た ，御助 力 償 い た 黒川 和 男 ， 吉州有

子 両 君 に 感謝致 し ます ．な お ， 本 論 文の 要 旨は 第38回
日 本癌 学 会 総 会，第 62回 近 畿 産 科婦 人 科学 会総会 シ ン ポ

ジ ウ ム
“
進 行癌 化 学 療法 の あ り か た

”
に 於 て 報 告 し た，

　　　　　　　　 文 　　献

1・天崎博文 ，大川　清，小 池 漕彦 ， 越 智康仁，寺

　 島芳輝 ： ヒ ト性 腺悪性腫瘍 の Nude　 Mouse へ

　 の 移 植 に っ い て ．日産婦 誌 ，29 ： 1165，1977．
2．天崎博文 ： 産婦 入 科 領 域悪 性 腫瘍 の Nude　Mo −

　 use 　移 和直きこ 関す る 研 究．　日産婦 言志，　31 ：　314，

　 1979。

1601

3．早川 謙一，奥 平 吉雄，西 浦治彦，松井義 明，井

　　 口 正 男，大鶴栄史 ： ヒ ト子営 内膜癌 の ヌ
ー

ド マ

　　 ウ ス 移 植系 の 確 立 ．日 産 婦 誌 ，29 ：875 ， 1977．
4・泉　陸一・一，自水 健 士 ，川 名　尚，蒼 生 元 康，川

　　蠕正溝，滝沢　憲 ，坂充 正 一 ： 卵巣癌 の 化 学

　　 療 法 とそ の 実際．産 婦治療，35 ：513，1977．
5。加藤 　俊，薬師粤道 明 ： 卵 巣 腫 瘍 の 診 断 と治療

　　指金1’．　∫雍婦治 療 ，　39 ： 835，　1979、
6・丸 山蚩

一
； ヌ

ードマ ウ ス 移 植入癌 の 微 細 血 管

　　構 築 と化 学 療法 の 効果．厚生 省 が ん 研 究 助 成 金

　　「が ん の 薬物療法 に 関 す る 研 究 班 」班 会議報告，
　 　 1977．
7．大川　清，芙崎博文 ，小池溝彦 ， 中島康治，桜

　　井伝吾，寺島蒡輝 ： 人 胚 細胞 腫 瘍 の ヌ
ード マ ゥ

　　ス へ の 移植 ．主 に 形 態 学 的 変 化 に っ い て ，口産

　　婦諄志，　3／　：97，　1979．
8・太 田和雄 ・加藤践俊 ，央羽 弘 行 ， 星野　章，村

　　上 稔 ，杉浦湾彦 ：癌 化 学 療 法 を め ぐ る 諸 問

　　題 ，Adriamycin の 作 用 機作 と そ の 臨 床 ．医学

　　の あゆ み ，91 ： 161， 1974．
9・澤田益臣，早川謙一一，松井義明，井口正男，西

　　浦 治彦，大鶴巣史，奥平宙雄 ： 卵巣胎児 性瘟

　　の Nude　Meuse 移植 系 の 確 立 ．日 産 婦 誌 ，30：

　 　 279 ，　1978．
10．澤田益屋，早川謙一

， 西浦治彦 ，松井義明，井

　　口正 男・久保喬 士 ・大 鶴栄史，奥平吉雄 ： 胎

　　児 性 癌 の 制癌剤治療 に っ い て ．産 婦 治 療 ，39 ：

　　371，　1979．
ll・下里 幸雄 ： 各 種 人癌 の ヌ

ー
ド マ ウ ス 移 植系 の

　　樹 立 と ，そ の 癌診 断 治 療 へ の 応用 に 関 ず る 研

　　究，厚生省 が ん 助 成 金 に よ る 研究 報 舞集 （下

　　巻），212，国 立 が ん セ ソ タ
i・，東 京 ， 19ア6．

12・0 吻 ，M ・
，　 M ・ssige，　 J．　 and ．，i・hannessen，　 V．，

　　Hetero工ogous 　growth 　ofhurnan 　ovarian 　cancer ．

　　Anew 　in　viv ・ t・・ting　 sy ・tem ．　Acta　Obstet．
　　GynecoL 　Scand ．

，
56 ： 55

， 1977．
13．DiSaia，　P．」．’ Endodermal 　sinus 　tumor ．　Obstet，
　　Gyneco1 ．

，45 ： 186，1975，
14・Haevashi，　 u ・，　 Kamaya

，
　 T．，　 Shimesate

，
　 y．　 and

　　M 跏kajima，　T・’　　Chemetherapy 　Qf 　human

　　choriocarcinoma 　transplanted 　 to 　nude 　 mice ．

　　Am ．　J．　Obstet．　Gynecol．， 131 ： 548，1978．
工5・Houchens，　D ・P ．

，
0 吻 鍜

，
　A ．A ．　and 　Baker

，
　A ．D ．＃

　　The 　 therapy 　 of 　human 　 tumors 　 in　 athym 三c

　　（nude ＞mice・In　Proceedings　of 　the　symposium

　　on 　the　 use 　 of 　a 宅hymic （nude ）micc 　in　 cancer

　　Tesearch ，267，
　Gustav 　F三sher ，　New 　York

，
1978。

16・Kullartder
，
　S・

，
∫Rausing，　A．　and 　TroPe

，
　C．　t　Human

　　ovarian 　tumors 　heterotransplanted　to
“
nude

’，

　　mice ．　Acta　Obstet．　Gynecol ．　Scand，，57； 149
，

　 　 1978．
17・R）gaard，　E 　 and 　P ・1／tsen，　 C．O ．’ Heter。trans −

　　plant・ti。 n ・f　a 　human 　 malignant 　 tum ・ ・ t・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1602　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳日巣目台

　　　
“
nudc

”
mice ．　Acta　Pa 出 ol．　 MicrobiQl．　Scand ．

　　　［A ］，77 ：758，1969．

工8，Saω ada
，
　 M ．

，
　Halakawa

，
」K．

，
　Matsui

，
　 Y・，　lguchi，

　　　ルf．，Nishiura
，
　H ．　 and 　Okudaira

，
　 Y．’　 MorphOr

　　　lo9三cal 　and 　functional　studies 　on 　hurnan

　　　endodermal 　 sinus 　 tumors 　transplanted 　to

　　　nude 　mice ．　In　Abstracts　of 　gth　world 　congress

児 性癌 の 化 学療法　 　　 　　　 　　 　　 　目 産婦誌32巻 10号

19．
of 　gynecology 　 and 　 obstetrics ．52，1979，

Smith，　ノ．P ．，　Rutledge，　F ．　and 　Whartbn，　T ・・’

Chemotherapy 　 of 　 ovarian 　 cancer ； New 　 ap −

proaches 　to 　treatment ，　Am ．」．　Obstet．　GynecOL ，
旦5 ： 261，1973．

　　（特男麺掲載　　No。4738　日召5507
．
・／0受イ司

．
）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


